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一　

は
じ
め
に

　

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
七
月
二
八
日
、
日
本
で
最
初
の
私
設
鉄
道
で
あ
る
日
本

鉄
道
会
社
が
開
業
し
た
。
上
野
〜
熊
谷
間
六
一
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
線
路
敷
設
が
完

了
し
、
仮
開
業
し
た
も
の
で
あ
る
。
計
画
は
、
上
野
〜
高
崎
間
に
鉄
道
を
敷
く
と
い
う

も
の
で
、
前
橋
ま
で
延
伸
す
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
た
。

　

こ
の
上
野
〜
高
崎
間
の
路
線
は
、
日
本
鉄
道
会
社
で
は
「
第
一
区
線
」
と
呼
ん
で
お

り
、
の
ち
に
「
高
崎
線
」
と
な
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
と
な
っ
た
現
在
ま
で
続
く
路
線
で
あ
る
。

こ
の
後
日
本
鉄
道
会
社
で
は
、
第
一
区
線
に
引
き
続
き
、
第
二
区
線
〜
第
五
区
線
建
設

に
よ
っ
て
青
森
ま
で
の
敷
設
を
計
画
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
鉄
道
第
一
区
線
は
、
も
と
も
と
官
設
鉄
道
と
し
て
計
画
さ
れ
て
準

備
が
進
め
ら
れ
た
が
、
政
府
の
資
金
不
足
か
ら
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
私
設
鉄
道
の

日
本
鉄
道
会
社
の
設
立
を
認
め
、
建
設
を
委
ね
た
の
で
あ
る
。

　

郵
政
歴
史
文
化
研
究
会
第
五
分
科
会
は
、
郵
政
資
料
館
所
蔵
資
料
を
把
握
す
る
た
め

に
、
古
文
書
や
絵
図
・
地
図
資
料
な
ど
の
資
料
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
調
査
過
程

に
お
い
て
、
第
一
区
線
の
計
画
図
と
み
ら
れ
る
東
京
〜
高
崎
間
の
新
た
な
線
路
略
図
が

発
見
さ
れ
た
。
こ
の
図
面
は
、『
各
線
鉄
道
線
路
図
』（
１
）に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
資
料
館
の
性
格
か
ら
、
そ
の
存
在
に
気
づ
か
ず
に
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

『
各
線
鉄
道
線
路
図
』
は
、
第
一
区
線
だ
け
で
は
な
く
、
関
西
方
面
の
鉄
道
計
画
線
図

な
ど
全
十
一
図
か
ら
な
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
筆
者
は
そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
資
料
紹
介
を
す
る
力
を
も
っ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
小
稿
で
は
、『
各
線
鉄
道
線
路
図
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
う
ち
の
、
四

図
に
わ
た
る
日
本
鉄
道
会
社
第
一
区
線
の
計
画
図
に
つ
い
て
の
資
料
紹
介
を
か
ね
て
、

別
本
の
同
線
図
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
料
の
考
察
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

な
お
、
小
稿
で
は
、
便
宜
上
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
図
と
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、

四
図
に
つ
い
て
は
「
郵
政
資
料
館
本
」
と
称
す
る
。
ま
た
、
地
図
や
資
料
等
に
は
、
今

日
の
駅
を
「
停
車
場
」「
駅
」「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
用
語
が
用
い
ら
れ
、
同
一
資

料
内
で
も
混
在
し
て
い
る
た
め
、
引
用
以
外
は
「
停
車
場
」
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

二　

東
京
〜
高
崎
間
鉄
道
敷
設
計
画
前
史

　

は
じ
め
に
当
該
資
料
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
そ
の
作
成
に
い
た
る
時
代
背
景
を
知

る
た
め
、
東
京
〜
高
崎
間
の
鉄
道
敷
設
計
画
に
つ
い
て
『
日
本
鉄
道
史
』（
２
）を
も
と
に

触
れ
て
お
き
た
い
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
新
橋
〜
横
浜
間
の
日
本
の
最
初
の
鉄

道
開
業
は
、
文
明
開
化
の
象
徴
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
政
府
内
部
ば
か
り
で
は
な
く
民
間

に
お
い
て
も
鉄
道
の
必
要
性
を
知
ら
し
め
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
政
府
で
は
、
両
京
間
（
東
京
・
京
都
）
を
鉄
道
で
結
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ

り
急
務
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
東
海
道
ル
ー
ト
と
す
る
か
、
中
山
道
ル
ー
ト
を
と
る

か
の
論
争
が
あ
っ
た
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
六
月
、
政
府
は
土
木
司
員
で
あ
る
佐

藤
政
養
・
小
野
友
五
郎
ら
を
東
海
道
ル
ー
ト
の
視
察
調
査
に
派
遣
し
て
い
る
。
翌
年
に

『
各
線
鉄
道
線
路
図
』
〜
東
京
・
高
崎
間
を
中
心
と
し
て
〜
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報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
な
か
で
中
山
道
ル
ー
ト
に
鉄
道
建
設
が
必
要
と
し
て

い
る
。

　

明
治
四
年
三
月
に
な
る
と
中
山
道
ル
ー
ト
の
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
、
お
雇
い
英
国

人
の
Ｒ
・
Ｖ
・
ボ
イ
ル
に
も
調
査
を
命
じ
て
い
る
。
ボ
イ
ル
は
、
明
治
七
・
八
年
の
二

回
に
わ
た
り
調
査
し
て
報
告
書
を
同
九
年
に
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
ボ
イ
ル
は
、

東
海
道
は
海
に
近
く
、
既
に
開
か
れ
て
い
る
海
運
に
便
利
で
あ
る
。
一
方
、
中
山
道
は
、

山
間
部
が
多
く
、
道
路
状
況
も
険
粗
で
、
輸
送
に
は
不
便
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
地
理
的
環
境
の
悪
い
土
地
に
鉄
道
を
建
設
す
れ
ば
、
新
た
に
広
大
な
荒
地
を
開
く
こ

と
が
で
き
、
両
京
と
南
北
両
海
（
太
平
洋
と
日
本
海
）
と
の
交
通
が
容
易
と
な
る
と
し

た
。

　

ボ
イ
ル
案
は
、
既
に
開
業
し
て
い
た
新
橋
停
車
場
か
ら
数
寄
屋
橋
〜
昌
平
橋
付
近
〜

不
忍
池
〜
王
子
〜
赤
羽
か
ら
中
山
道
に
沿
っ
て
高
崎
に
至
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。

　

特
に
ボ
イ
ル
は
、
高
崎
を
重
視
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
前
橋
地
方
で
産
出
す
る
生
絹
、

生
糸
を
東
京
へ
輸
送
す
る
た
め
の
集
散
地
で
あ
り
、
東
京
と
高
崎
を
鉄
道
で
結
べ
ば
、

生
糸
や
絹
の
輸
出
を
容
易
に
し
、
殖
産
興
業
に
資
す
る
と
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
開
拓
使
の
お
雇
い
米
国
人
の
Ｊ
・
Ｕ
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
も
、
ボ
イ
ル
と

は
ル
ー
ト
は
異
な
る
も
の
の
、
東
京
〜
高
崎
間
の
調
査
と
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

　

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
な
っ
て
政
府
は
、
ボ
イ
ル
案
を
採
用
し
て
、
二
月
か

ら
起
工
の
許
可
を
得
て
、
東
京
〜
前
橋
間
の
測
量
に
着
手
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
十
一
月

に
は
財
政
上
の
理
由
か
ら
、
建
設
許
可
が
取
り
消
さ
れ
て
、
建
設
着
工
が
中
止
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。三　

日
本
鉄
道
会
社
創
立

　

こ
の
敷
設
計
画
は
、
設
立
計
画
の
あ
っ
た
日
本
鉄
道
会
社
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
日
本
鉄
道
会
社
の
設
立
準
備
は
、
明
治
五
年
に
遡
る
。
英
国
留
学
中
の
蜂
須
賀
茂

韶
が
、
明
治
天
皇
に
鉄
道
事
業
の
興
隆
こ
そ
が
国
家
に
と
っ
て
緊
急
不
可
欠
で
あ
る
と

の
上
奏
文
を
提
出
し
た
。
翌
年
三
月
に
蜂
須
賀
の
意
向
を
受
け
て
大
名
華
族
た
ち
十
名

が
、
鉄
道
会
社
創
立
請
願
書
を
太
政
大
臣
・
三
条
実
美
宛
に
提
出
し
た（
３
）。

　

政
府
は
回
答
を
保
留
し
、
翌
年
に
な
っ
て
蜂
須
賀
の
建
言
と
華
族
の
請
願
に
対
し
て

工
部
省
へ
の
計
画
書
提
出
を
指
示
し
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
華
族
組
合
（
後
の
東
京
鉄
道

組
合
）
が
結
成
さ
れ
た
。

　

翌
八
年
二
月
、
組
合
は
奥
州
鉄
道
建
設
計
画
を
発
表（
４
）、
三
月
前
島
密
と
華
族
た

ち
と
の
第
一
回
会
議
が
開
催
さ
れ
、
さ
ら
に
渋
沢
栄
一
ら
の
実
業
家
を
加
え
、
同
十
年

華
族
銀
行
が
創
立
、
後
の
日
本
鉄
道
会
社
の
母
体
と
な
る
第
十
五
国
立
銀
行
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
翌
年
組
合
は
解
散
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
期
に
士
族
を
中
心
に
し
た
東
山

社
も
設
立
さ
れ
て
鉄
道
建
設
運
動
が
展
開
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
明
治
十
三
年
十
一
月
の
東
京
〜
高
崎
間
鉄
道
建
設
計
画
中
止
は
、

こ
れ
ら
鉄
道
建
設
計
画
の
関
係
者
を
岩
倉
具
視
の
も
と
に
結
集
さ
せ
、
日
本
鉄
道
会
社

設
立
の
動
き
と
な
っ
た
。
明
治
十
四
年
一
月
二
五
日
、
第
十
五
銀
行
の
安
場
保
和
ら
は
、

右
大
臣
の
岩
倉
具
視
を
訪
ね
、
華
士
族
の
金
禄
公
債
を
資
金
に
し
て
鉄
道
建
設
を
す
る

こ
と
を
訴
え
た
。岩
倉
は
計
画
に
賛
同
し
、鉄
道
会
社
が
興
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（
５
）。

　

当
初
の
計
画
で
は
、
第
一
に
東
京
か
ら
上
州
高
崎
に
達
し
、
そ
の
中
間
か
ら
青
森
ま

で
、
次
い
で
高
崎
か
ら
中
山
道
を
通
り
越
前
敦
賀
に
接
続
し
て
両
京
の
連
絡
を
す
る
な

ど
、
全
国
規
模
の
計
画
で
あ
っ
た（
６
）。

　

同
年
五
月
二
一
日
に
、
発
起
人
池
田
章
政
ほ
か
四
六
一
名
の
連
名
に
よ
り
「
鉄
道
会

社
創
立
願
書
」
が
東
京
府
知
事
に
提
出
さ
れ
、
八
月
十
一
日
に
仮
免
許
状
が
交
付
さ
れ

た
。
創
立
願
書
で
は
、
東
京
〜
青
森
間
、
東
京
〜
高
崎
間
な
ど
を
申
請
し
た
が
、
仮
免

許
状
で
は
高
崎
が
前
橋
に
延
伸
変
更
さ
れ
て
許
可
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
発
起
人
総
会
に
よ
り
定
款
が
議
決
さ
れ
た
が
、
第
一
区
線
が
高
崎
か
ら
前
橋

利
根
川
手
前
ま
で
と
さ
れ
、
第
二
区
線
も
第
一
区
線
中
央
か
ら
白
河
ま
で
と
し
て
い
た

も
の
が
、
第
一
区
線
中
よ
り
阿
久
津
河
岸
を
経
て
白
河
ま
で
と
し
て
い
る
。
前
橋
と
阿

久
津
河
岸
は
、
と
も
に
河
岸
場
と
し
て
繁
栄
を
見
せ
て
お
り
、
周
辺
の
物
資
の
集
散
地

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
当
時
物
流
の
中
心
で
あ
っ
た
舟
運
に
対
抗
し
、
貨
客
を
鉄
道
に

誘
引
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
提
出
さ
れ
た
定
款

に
基
づ
き
、
特
許
条
約
書
が
下
付
さ
れ
て
、
日
本
最
初
の
私
設
鉄
道
で
あ
る
日
本
鉄
道

会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
会
社
は
、
設
立
の
経
緯
か
ら
、
半
官
半
民
的
な
会
社
で
あ

り
、
建
設
や
経
営
な
ど
に
様
々
な
優
遇
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
測
量
か
ら

敷
設
、
当
面
の
営
業
な
ど
は
、
政
府
の
力
を
借
り
、
技
術
者
は
官
設
鉄
道
か
ら
派
遣
を

受
け
て
い
る
。
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日
本
鉄
道
会
社
は
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
第
一
区
線
と
し
て
東
京
〜
高
崎
間
を
建
設

す
る
こ
と
と
し
た
。
第
一
区
線
に
つ
い
て
は
、
既
に
井
上
勝
鉄
道
局
長
が
明
治
十
四
年

（
一
八
八
一
）
十
二
月
に
「
東
京
・
前
橋
間
調
査
報
告
書
」
の
中
で
第
一
部
品
川
〜
川

口
間
、
第
二
部
川
口
〜
熊
谷
間
、
第
三
部
熊
谷
〜
前
橋
間
の
三
区
間
に
分
け
て
建
設
す

る
べ
き
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
橋
停
車
場
か
ら
東
京
市
街
を
縦
貫
し
て
上
野
を
経
由

し
て
川
口
に
至
る
線
も
提
案
さ
れ
て
い
る（
７
）。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
の
ち
に

上
野
が
起
点
と
な
る
が
、
当
初
は
品
川
停
車
場
を
起
点
と
し
て
官
設
鉄
道
と
接
続
す
る

こ
と
が
目
論
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、
第
二
部
の
川
口
〜
熊
谷
間
は
、
三
区
間
の
う
ち
最
も
距
離
が
長
い
が
、
比
較

的
平
坦
な
地
形
で
あ
る
。ま
た
川
口
付
近
を
流
れ
る
荒
川
の
舟
運
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

資
材
の
運
搬
も
容
易
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
第
二
部
か
ら
建
設
す
べ
き
で
あ
る
と
し

た
。
実
際
に
建
設
工
事
は
、
明
治
十
五
年
六
月
一
日
に
川
口
付
近
か
ら
始
ま
り
、
北
上

し
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
。

　

一
方
、
第
一
部
は
、
明
治
十
六
年
九
月
二
四
日
に
川
口
〜
下
板
橋
〜
新
宿
〜
目
黒
〜

品
川
で
官
設
鉄
道
に
接
続
す
る
路
線
と
し
て
布
達
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
品
川
を
起

点
に
川
口
へ
向
か
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
複
雑
な
地
形
と
距
離
の
長
さ
か
ら
計
画
が
遅

れ
、
明
治
十
八
年
三
月
に
な
り
よ
う
や
く
完
成
し
、
新
橋
〜
品
川
〜
板
橋
〜
赤
羽
間
の

直
通
運
転
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

結
局
、
起
点
は
比
較
的
平
坦
で
距
離
も
短
く
、
井
上
の
報
告
書
で
も
検
討
さ
れ
た
上

野
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
上
野
は
、
上
野
台
地
の
下
に
は
寛
永
寺
の
僧
坊
が
あ
っ
た
が
、

明
治
維
新
後
に
政
府
が
官
有
地
と
し
て
い
た
た
め
、
建
設
が
容
易
で
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
。
明
治
十
五
年
十
月
に
は
鉄
道
局
の
測
量
が
終
わ
り
、
上
野
か
ら
建
設
が
着
手
さ
れ

た
。
途
中
の
寛
永
寺
下
の
上
野
台
地
や
飛
鳥
山
な
ど
の
丘
陵
地
は
裾
を
迂
回
し
、
開
業

時
に
は
上
野
停
車
場
の
建
築
工
事
が
間
に
合
わ
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
荷
物
取
扱

所
を
仮
駅
舎
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
計
画
段
階
か
ら
品
川
始
発
が
危
惧
さ
れ
、
次
善

の
案
と
し
て
上
野
始
発
も
検
討
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

明
治
十
六
年
七
月
二
八
日
に
上
野
〜
熊
谷
間
は
仮
開
業
さ
れ
、上
野
・
王
子
・
浦
和
・

上
尾
・
鴻
巣
・
熊
谷
の
六
停
車
場
が
開
設
さ
れ
た
。
な
お
、
桶
川
・
吹
上
の
開
設
は
、

同
十
八
年
三
月
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

明
治
十
七
年
五
月
一
日
に
は
高
崎
ま
で
の
営
業
を
開
始
し
、
深
谷
・
本
庄
・
新
町
・

高
崎
の
四
停
車
場
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
六
月
二
五
日
に
は
、
明
治
天
皇
臨
席
の
も
と

開
業
式
が
挙
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
八
月
二
十
日
に
は
、
前
橋
（
利
根
川
西
岸
）

ま
で
延
伸
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
初
の
計
画
に
あ
っ
た
品
川
〜
赤
羽
（
岩
淵
）
間
は
、
明
治
十
八
年
三

月
一
日
に
開
通
し
、
品
川
・
渋
谷
・
新
宿
・
板
橋
の
駅
が
開
設
さ
れ
た
。
列
車
は
、
官

設
鉄
道
の
新
橋
停
車
場
を
起
点
に
、
品
川
で
日
本
鉄
道
会
社
線
に
入
っ
て
赤
羽
で
上
野

か
ら
の
第
一
区
線
に
接
続
し
た
。
同
月
十
六
日
に
は
、
目
黒
・
目
白
の
二
停
車
場
が
開

設
さ
れ
て
い
る
。

　

小
稿
で
紹
介
す
る
当
該
地
図
の
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
経
緯
に
よ
り
開
業
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

四　

東
京
高
崎
間
鉄
道
線
路
図
の
諸
本

　

日
本
鉄
道
会
社
第
一
区
線
は
、
政
府
の
関
与
が
大
き
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り

で
あ
る
。
こ
の
た
め
政
府
関
係
の
公
文
書
に
、
東
京
〜
高
崎
間
の
鉄
道
敷
設
計
画
の
図

面
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

　

小
項
で
は
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
、
次
の
代
表
的
な
諸
図
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き

た
い
。
な
お
、（　

）
内
は
、
小
稿
に
お
け
る
便
宜
上
の
略
称
と
し
た
。

　
　
（
一
）
国
立
公
文
書
館
本
（
公
文
書
館
本
）

　
　
（
二
）
鉄
道
博
物
館
本
（
鉄
博
本
）

　
　
（
三
）
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
本
（
埼
玉
県
博
本
）

　

ま
ず
、（
一
）公
文
書
館
本
は
、「
東
京
高
崎
間
鉄
道
線
路
図
」と
い
い
、「
公
文
録
」（
８
）

の
「
公
文
附
属
の
図
」
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　

解
説
で
は
、
明
治
十
四
年
十
二
月
二
三
日
、
工
部
卿
佐
々
木
高
行
か
ら
太
政
大
臣
三

条
実
美
に
提
出
さ
れ
た
東
京
〜
高
崎
〜
前
橋
間
の
線
路
図
と
し
て
い
る（
９
）。

　

前
述
の
と
お
り
東
京
の
起
点
が
開
業
時
は
上
野
で
あ
っ
た
が
、
公
文
書
館
本
は
起
点

を
「
品
川
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
品
川
以
外
の
「
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
位
置
は
示
さ
れ
て
い
る
が
名
称
は
な
い
。
そ
の
後
の
開
設
か
ら
駅
名

は
明
ら
か
で
目
黒（
10
）・
渋
谷
・
新
宿
・
目
白
・
板
橋
・
川
口
・
蕨
・
浦
和
・
大
宮
・

上
尾
・
鴻
巣
・
吹
上
・
熊
谷
・
深
谷
・
本
庄
・
新
町
・
倉
賀
野
・
高
崎
・（
前
橋
）
の
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各
停
車
場
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
上
尾
停
車
場
は
、
実
際
の
位
置
と
は
異
な
り
、
上
尾
〜

桶
川
間
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
る（
11
）。
ま
た
、
前
橋
停
車
場
は
、
実
際
に
は
利
根
川

西
岸
に
開
設
さ
れ
た
が
、
公
文
書
館
本
で
は
、
停
車
場
の
位
置
は
示
さ
れ
て
い
な
い
も

の
の
線
路
は
前
橋
市
街
ま
で
伸
び
て
い
る
。
線
路
が
利
根
川
を
越
え
て
前
橋
市
街
ま
で

延
伸
す
る
の
は
、
両
毛
鉄
道
会
社
が
利
根
川
に
架
橋
し
て
、
利
根
川
東
岸
の
両
毛
鉄
道

会
社
前
橋
停
車
場
に
接
続
し
た
明
治
二
二
年
十
二
月
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た（
12
）。
し
た
が
っ
て
建
設
計
画
の
初
期
段
階
か
ら
前
橋
市
街
ま
で
の
延
伸
が
目
論
ま

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
開
業
時
に
開
設
さ
れ
て
い
な
い
蕨
・
大
宮
・
吹
上
・
倉
賀
野
の
各
停
車
場
の

位
置
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
資
料
の
性
格
や
前
出
の
井
上
勝
に
よ
る
「
東
京
・
前
橋

間
調
査
報
告
書
」
な
ど
か
ら
見
て
、
明
治
十
四
年
十
二
月
段
階
に
は
、
本
図
に
あ
る
建

設
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。

　

次
い
で
（
二
）
鉄
博
本
は
、「
東
京
髙
﨑
間
線
路
畧
圖
」（13
）
と
い
い
、「
工
部
省
記

録
」（14
）巻
廿
六
ノ
一
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

巻
廿
六
は
、
明
治
十
五
年
の
綴
り
で
あ
り
、
同
年
二
月
七
日
の
「
太
政
官
ヘ
鉄
道
線

路
実
測
図
及
建
築
経
費
予
算
表
上
図
」
に
関
連
し
た
実
測
図
で
あ
る
。
停
車
場
と
さ
れ

る
場
所
は
、
公
文
書
館
本
と
同
一
で
あ
る
。

　

地
図
表
現
は
、
先
行
す
る
公
文
書
館
本
と
同
一
で
、
鉄
道
敷
設
の
個
所
は
朱
線
で
、

哩
表
記
は
数
字
に
メ
ー
ト
ル
、「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
文
字
も
朱
色
、
沿
線
の
村
の
位

置
は
灰
色
の
丸
で
示
さ
れ
、縮
尺
も
同
一
で
あ
る
。お
そ
ら
く
、本
文
の
史
料
は
約
三
ヶ

月
の
時
差
が
あ
る
が
、
鉄
博
本
は
、
公
文
書
館
本
と
原
図
を
一
に
し
、
原
図
を
敷
き
写

し
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
原
図
に
つ
い
て
は
、
存
在
を
確
認
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
次
に
掲
出
す
る
埼
玉
県
博
本
の
関
係
が
想
像
さ
れ
て
く
る
の
で

あ
る
。

　
（
三
）埼
玉
県
博
本（
15
）は
、
左
端
に
次
の
よ
う
な
識
語
が
あ
る
の
で
、
掲
出
す
る
。

東
京
高
﨑
間
銕
道
畧
圖

　

 

此
圖
ハ
東
京
ヨ
リ
高
﨑
ヲ
経
テ
前
橋
迠
ノ
銕
道
線
路
ノ
實
測
地
圖
ノ
補
遺
ニ

シ
テ
専
ラ
該
地
方
ノ
位
置
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ
レ
ハ
固
ヨ
リ
距
離
遠
近
ノ
差
ナ
シ

ト
云
フ
可
カ
ラ
ス

　

 

而
シ
テ
荒
川
以
北
川
口
町
地
内
即
チ
拾
四
哩
ノ
点
ヨ
リ
高
﨑
駅
迠
五
十
六
哩

間
ノ
橋
梁
各
駅
位
置
土
工
及
ヒ
使
用
ノ
地
坪
等
ヲ
見
易
カ
ラ
シ
メ
ン
カ
爲
ニ

其
槪
畧
ヲ
擧
ク
ル
事
左
ノ
如
シ

　

一　

停
車
場　

拾
三
駅 

一　

踏
切
公
道　

四
拾
ヶ
所

　

一　

橋
梁　

七
ヶ
所
此
長
延
一
千
尺 

一　

仝　

村
道　

百
七
拾
ヶ
所

　

一　

避
溢
橋
五
ヶ
所
此
長
延
一
千
尺 

一　

使
用
地
坪　

九
拾
四
町

　

一　

溝
橋　

五
拾
六
ヶ
所
此
長
延
五
百
尺 

一　

築
堤
及
切
除
地
共
八
万
立
方
坪

　

一　

渠
樋　

百
五
拾
ヶ
所

　
　
　

明
治
十
四
年
五
月　

測
者　

九
鬼
隆
範
識
ス
㊞

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
公
文
書
館
本
に
半
年
先
行
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
三

田
藩
家
老
出
身
で
工
部
省
の
鉄
道
測
量
技
師
九
鬼
隆
範
の
手
に
な
る
地
図
で
あ
り
、
し

か
も
「
銕
道
線
路
ノ
實
測
地
圖
ノ
補
遺
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
文
書
館
本
の
下
図
と

い
う
べ
き
図
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。

　

だ
が
、
公
文
書
館
本
と
の
異
同
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
埼
玉
県
博
本
は
、
川
口
〜
前
橋

間
の
み
で
、
荒
川
以
南
、
す
な
わ
ち
東
京
分
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
前
述
の
と
お
り
明
治
十
四
年
十
二
月
に
井
上
勝
に
よ
り
、
品
川
〜
川
口
間
が
第

一
部
と
し
て
建
設
す
べ
き
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
五
月
段
階
で
は
「
東
京
」
を
ど

こ
と
す
る
か
決
定
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
名
も
公

文
書
館
本
・
鉄
博
本
が
「
川
口
町
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
埼
玉
県
博
本
は
「
川
口

村
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
詳
細
に
比
較
し
て
い
く
と
、
前
者
二
本
と
地
図
の
表
現
方
法
が
酷
似
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
線
路
の
敷
設
個
所
と
停
車
場
の
位
置
。
特
に
凡
例
に
あ
る
「
停
車

場
十
三
駅
」
は
、
川
口
・
蕨
・
浦
和
・
大
宮
・
上
尾
・
鴻
巣
・
吹
上
・
熊
谷
・
深
谷
・

本
庄
・
新
町
・
倉
賀
野
・
高
崎
の
個
所
に
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
朱
書
さ
れ
て
お
り
、

赤
羽
以
南
の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
二
本
と
同
一
で
、
し
か
も
上
尾
の
位
置
も
現
在
の

北
上
尾
駅
付
近
で
あ
る
。
ま
た
哩
表
記
、
中
山
道
、
河
川
、
そ
し
て
沿
線
の
村
を
灰
色

の
丸
で
示
し
て
い
る
点
、
尺
度
の
凡
例
、
利
根
川
東
岸
の
前
橋
市
街
ま
で
の
延
伸
計
画

な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
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し
た
が
っ
て
埼
玉
県
博
本
は
、
公
文
書
館
本
・
鉄
博
本
に
先
行
す
る
計
画
図
と
い
え
、

補
遺
と
し
て
い
る
が
本
図
の
概
略
図
で
あ
ろ
う
。
埼
玉
県
博
本
の
本
図
が
、
公
文
書
館

本
と
鉄
博
本
の
原
図
で
あ
り
、
や
は
り
九
鬼
隆
範
の
手
に
な
る
も
の
で
、
二
本
は
こ
れ

を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
埼
玉
県
博
本
（
明
治
十
四
年
五
月
）、
公
文
書
館
本
（
明
治
十
四
年
十
二
月

二
三
日
）、
鉄
博
本
（
明
治
十
五
年
二
月
七
日
）
と
い
う
成
立
順
に
な
る
が
、
原
図
は

補
遺
と
の
関
係
か
ら
明
治
十
四
年
五
月
前
後
に
で
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五　

郵
政
資
料
館
本
の
概
要

　

そ
れ
で
は
、
郵
政
資
料
館
本
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
、
来
歴
に
つ
い
は
不
明
な
点
が
多
い
。
郵
政
資
料
館
の
前
身
を
辿
っ
て
も
、
工

部
省
や
鉄
道
局
な
ど
鉄
道
建
設
に
直
接
関
係
し
た
役
所
で
は
な
い（
16
）。
た
だ
、
わ
ず

か
な
手
掛
か
り
と
し
て
図
面
に
押
印
さ
れ
た
「
運
輸
課
地
理
掛
」
の
朱
印
で
あ
る
。

　

郵
政
資
料
館
は
、
収
蔵
資
料
か
ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
幕
府
道
中
奉
行
所
の
重
要

資
料
を
引
き
継
い
で
い
る（
17
）。
明
治
初
期
に
は
農
商
務
省
駅
逓
局
の
所
管
と
な
り
、

本
図
は
局
内
の
運
輸
課
地
理
掛（
18
）に
保
管
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
本
資
料

は
、
逓
信
省
郵
便
博
物
館
、
逓
信
博
物
館
と
組
織
の
変
遷
と
と
も
に
移
り
、
現
郵
政
資

料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る（
19
）。

　

さ
て
、「
各
線
鉄
道
線
路
略
図
」
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
こ
の
表
題
が
つ
い
た

帙
に
は
、
次
の
十
一
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。（
順
不
同
。
名
称
の
記
載
が
な
い
図
も

あ
り
、
筆
者
が
地
図
の
記
載
内
容
か
ら
他
図
と
の
整
合
の
た
め
、
仮
に
名
付
け
た
図
も

あ
る
）①

品
川
岩
淵
間
鉄
道
線
之
図

②
上
野
新
町
間
鉄
道
線
路
図

③
新
町
高
崎
間
鉄
道
線
路
縮
図

④
高
崎
前
橋
間
線
路
図

⑤
飯
原
横
川
間
線
路
図

⑥
半
田
名
古
屋
間
線
路
図

⑦
関
ヶ
原
大
垣
間
線
路
図

⑧
関
ヶ
原
長
浜
間
線
路
図

⑨
長
浜
敦
賀
間
線
路
図

⑩
大
津
京
都
間
線
路
図

⑪
京
都
神
戸
間
線
路
図

　

こ
れ
ら
十
一
図
は
、
逓
信
省
通
信
局
郵
務
課
作
成
の
「
明
治
三
十
三
年
六
月　

郵
便

博
物
館
陳
列
品
原
簿
・
内
国
之
部
」（20
）に
、
本
図
と
思
わ
れ
る
記
載
が
あ
る
。

　

原
簿
に
よ
れ
ば
⑤
・
⑥
の
記
載
は
な
く
、
⑨
は
員
数
が
三
点
と
な
っ
て
い
る
。
う
ち

二
点
は
記
載
上
の
誤
り
と
み
ら
れ
、
⑤
と
⑥
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
②
は
、
上
野
新

町
間
で
あ
る
が
、
原
簿
で
は
上
野
高
崎
と
な
っ
て
お
り
、
③
の
新
町
高
崎
間
の
図
が
あ

る
た
め
、
単
な
る
誤
記
か
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
各
線
路
図
を
み
て
い
き
た
い
が
、
小
稿
で
対
象
と
す
る
図
は
①
・
②
・
③
・
④

の
四
図
で
あ
る
。
こ
の
四
図
は
、
前
項
ま
で
み
て
き
た
日
本
鉄
道
会
社
の
第
一
区
線
の

線
路
図
で
あ
る
。
四
図
は
、
す
べ
て
別
筆
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
同
一
縮
尺
の

三
二
〇
〇
〇
分
の
一
、
線
路
図
は
朱
線
、
基
本
的
に
一
哩
毎
の
表
示
、
沿
線
の
河
川
、

村
名
の
記
載
、
周
辺
を
通
る
旧
東
海
道
や
旧
中
山
道
、
そ
し
て
主
要
道
路
も
描
い
て
い

る
。
各
図
を
合
わ
せ
る
と
正
確
に
接
続
す
る
こ
と
か
ら
、
統
一
さ
れ
た
測
量
に
基
づ
く

作
図
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

　

ま
ず
①
の
「
品
川
岩
淵
間
鉄
道
線
路
図
」（21
）は
、
新
橋
〜
横
浜
間
の
官
設
鉄
道
と

品
川
停
車
場
で
接
続
し
、
こ
こ
を
起
点
に
し
て
高
崎
ま
で
建
設
す
る
こ
と
が
最
初
の
計

画
で
あ
っ
た
。
本
図
も
、「
品
川
停
車
場
」
か
ら
現
在
の
山
手
線
の
ル
ー
ト
を
通
っ
て

岩
淵
ま
で
を
描
い
て
い
る
が
、停
車
場
名
は
新
橋
と
品
川
の
み
で
、岩
淵
を
含
め
て「
停

車
場
」
の
書
き
入
れ
は
な
い
。
品
川
か
ら
の
一
哩
毎
の
表
記
は
、
算
用
数
字
で
「
１
哩
」

と
あ
る
が
以
後
は
、
算
用
数
字
の
み
の
記
載
と
な
る
な
ど
、
比
較
的
簡
略
化
さ
れ
て
い

る（
22
）。

　

ま
た
、
品
川
付
近
で
の
官
設
鉄
道
と
の
接
続
が
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
岩
淵

付
近
で
の
上
野
か
ら
の
本
線
の
接
続
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
た
だ
右
端
書
き
に
、「
十

条
村
・
赤
羽
間　

但
シ
上
野
ヨ
リ
六
哩
ニ
テ
分
ル
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
本
図
と
③
の
「
新

町
高
崎
間
鉄
道
線
路
縮
図
」
に
は
「
第
百
七
十
七
号
」
な
ど
の
朱
書
が
あ
り
、
①
と
③

の
同
系
統
図
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
記
載
は
な
い
が
内
容
か
ら
②
と
④
図
も
同
様
と

推
測
さ
れ
る
。
朱
書
の
数
字
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
地
図
、
あ
る
い
は
資
料
の
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一
部
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
が
、
ど
の
よ
う
な
資
料
群
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
。

　

②
の
「
上
野
新
町
間
鉄
道
線
路
図
」（23
）は
、
四
図
の
な
か
で
は
最
も
長
距
離
区
間

を
描
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
途
中
熊
谷
で
方
位
の
修
正
が
見
ら
れ
る
。

　

起
点
は
「
上
野
停
車
場
」、
次
い
で
「
王
子
停
車
場
」
と
黒
色
で
あ
る
が
、
以
後
、「
熊

谷
」ま
で
記
載
が
な
い
。し
か
も
記
載
は「
熊
谷
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、「
深
谷
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」、「
本
庄
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、「
新
町
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
朱
書
で
あ
る
。
前
項
三
本

の
図
が
、
位
置
を
明
確
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、
線
の
近
く
に
記
載
す
る
点
な
ど
が
相

違
し
て
い
る
。

　

近
接
す
る
旧
中
山
道
の
各
宿
場
に
つ
い
て
は
、
旧
来
の
「
蕨
宿
」
や
「
熊
谷
駅
」
な

ど
と
記
載
し
て
い
る
が
、
街
並
み
の
形
な
ど
詳
し
く
、
他
の
沿
線
の
村
も
大
ま
か
な
集

落
の
粗
密
を
描
き
分
け
て
い
る
。ま
た
神
流
川
が
埼
玉
県
と
群
馬
県
の
県
境
で
あ
る
が
、

本
図
で
は
武
蔵
国
と
上
野
国
と
し
て
い
る
な
ど
、
旧
宿
場
名
と
と
も
に
明
治
十
年
代
半

ば
に
な
っ
て
も
特
徴
的
な
記
載
で
あ
る
。

　

③
の
「
新
町
高
崎
間
鉄
道
線
路
縮
図
」（24
）は
、
新
町
部
分
が
②
と
重
複
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
四
図
の
な
か
で
は
唯
一
の
描
法
で
あ
る
。
ま
た
他
の
町
の
表
現
が
が
黒
一

色
で
塗
り
潰
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
高
崎
に
は
街
路
が
ひ
か
れ
て
お
り
、
停
車
場
も

ホ
ー
ム
な
ど
駅
舎
が
描
か
れ
て
い
る
な
ど
詳
細
で
あ
る
点
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
。な
お
、

倉
賀
野
停
車
場
の
記
載
は
な
い
。
ま
た
前
橋
方
面
は
、
線
路
図
が
線
路
を
朱
線
で
断
ち

切
る
よ
う
な
表
現
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　

④
の
「
高
崎
前
橋
間
線
路
図
」（25
）で
は
、
前
橋
ま
で
停
車
場
の
記
載
は
な
い
。
前

掲
三
本
同
様
、
前
橋
ま
で
の
延
伸
計
画
図
で
あ
る
た
め
前
橋
停
車
場
は
な
く
、
利
根
川

東
岸
の
群
馬
県
庁
側
先
ま
で
伸
び
て
い
る
が
、
具
体
的
な
描
写
は
な
い
。

　

ま
た
左
端
書
に
「
高
崎
前
橋
間
着
手
」
と
あ
り
、
し
か
も
哩
表
記
が
な
い（
26
）と
い

う
他
の
三
図
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
る
。
な
お
、
高
崎
方
面
は
、
線
路
図
が
朱
線
で
断

ち
切
ら
れ
た
状
態
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
③
に
も
同
様
な
表
現
が
あ
り
、
作
成
者
は
異
な

る
も
の
の
④
図
は
③
図
と
連
続
し
た
図
と
な
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
①
〜
④
図
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
日
本
鉄
道
会
社
第
一
区
線
敷
設

計
画
図
の
中
で
は
、
最
大
の
地
図
で
あ
る
。
作
成
者
（
筆
者
）
は
同
一
者
で
は
な
い
た

め
地
図
の
表
現
方
法
は
異
な
る
も
の
の
、
同
率
の
縮
尺
、
朱
書
さ
れ
た
番
号
、
押
印
さ

れ
た
印
な
ど
共
通
点
が
多
く
、
し
か
も
連
続
す
る
鉄
道
路
線
の
計
画
図
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

六　

郵
政
資
料
館
本
の
考
察

　

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
三
本
の
日
本
鉄
道
会
社
第
一
区
線
の
計
画
図
と
は
、
表
現

法
が
異
な
り
、
し
か
も
目
的
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
作
成
年
代
も
不
明
で
あ
る
。

限
ら
れ
た
資
料
な
ど
か
ら
郵
政
資
料
館
本
を
推
定
考
察
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
郵
政
資
料
館
本
の
十
一
図
か
ら
見
て
み
る
と
、
四
図
を
含
め
て
路
線
開
業
年

は
、
明
治
十
年（
27
）
〜
十
八
年（
28
）
に
か
け
て
と
時
間
的
な
幅
が
あ
り
、
同
時
期
に
作

成
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
郵
政
資
料
館
本
は
、
農
商
務
省
駅
逓
局

運
輸
課
地
理
掛
が
設
置
さ
れ
る
以
前
に
作
成
さ
れ
た
図
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
、
順
次
作

成
さ
れ
た
図
が
、
運
輸
課
地
理
掛
に
所
蔵
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

何
故
、
農
商
務
省
が
所
蔵
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

農
商
務
省
と
の
接
点
は
、
第
一
区
線
に
限
っ
て
み
れ
ば
上
野
〜
川
口
間
の
建
設
が
決

ま
っ
た
時
点
で
、
中
里
村
や
上
野
公
園
下
寺
跡
は
農
商
務
省
の
管
轄
地
で
あ
り
、
払
い

下
げ
に
つ
い
て
工
部
省
と
の
や
り
取
り
が
あ
る（
29
）。
こ
れ
以
外
の
地
点
に
つ
い
て
は

未
確
認
で
あ
る
た
め
保
留
と
し
た
い
が
、
少
な
く
と
も
地
図
の
表
現
な
ど
か
ら
は
農
商

務
省
管
轄
地
の
情
報
は
見
い
だ
せ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
所
蔵
し
て
い
た
運
輸
課
地
理
掛
を
所
管
す
る
駅
逓
局
は
、
農
商
務
省
が
新

設
さ
れ
る
以
前
は
、明
治
七
年
一
月
か
ら
内
務
省
に
あ
っ
て
駅
逓
業
務
を
行
っ
て
い
た
。

前
年
五
月
に
は
、
信
書
の
逓
送
は
駅
逓
頭
の
特
任
と
し
て
他
者
が
信
書
を
逓
送
す
る
こ

と
を
禁
じ
て
郵
便
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
内
務
省
移
管
後
に
は
駅
逓
業
務
が
拡
大

し
、
同
十
年
一
月
に
駅
逓
寮
を
駅
逓
局
に
改
め
、
同
十
四
年
四
月
に
新
設
の
農
商
務
省

所
管
と
な
っ
て
い
る
。
や
が
て
同
十
八
年
十
二
月
に
逓
信
省
が
創
設
さ
れ
て
駅
逓
局
も

そ
の
所
管
と
な
り
、
同
二
十
年
四
月
に
逓
信
省
官
制
に
よ
り
駅
逓
局
は
廃
止
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
流
れ
が
、郵
政
資
料
館
本
と
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
十
一
図
に
描
か
れ
た
鉄
道
開
業
年
代
を
考
え
て
み
る
と
、
駅
逓
局
が
存
在

し
た
年
代
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
計
画
図
で
あ
る
た
め
、
そ
の
開
業
以
前

に
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
駅
逓
業
務
と
の
関
係
が
類
推
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で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
鉄
道
建
設
は
工
部
省
の
所
管
で
あ
り
、
駅
逓
局
と
は
直
接
の
接

点
が
な
い
。
駅
逓
局
が
、
鉄
道
と
関
係
す
る
の
は
、
鉄
道
に
よ
る
郵
便
輸
送
で
あ
る
。

郵
政
資
料
館
に
は
、
日
本
鉄
道
株
式
会
社
線
を
走
っ
た
郵
便
車
の
構
造
図（
30
）も
あ
り
、

こ
の
あ
た
り
が
関
係
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
郵
便
制
度
を
軌
道
に
乗
せ
る

た
め
、
迅
速
に
遠
隔
地
に
逓
送
す
る
に
は
鉄
道
輸
送
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
逓
送
計
画
立
案
資
料
と
し
て
、
鉄
道
敷
設
計
画
図
を
入
手
し
た
と
考
え

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
入
手
先
は
、
描
法
は
三
本
と
は
異
な
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
地

図
は
鉄
道
建
設
に
関
わ
る
政
府
関
係
機
関
以
外
で
作
成
し
た
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、

工
部
省
鉄
道
局
周
辺
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
地
理
掛
が
駅
逓
地
理
、
駅
逓
地
誌
編
纂
を

担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
逓
送
の
地
理
・
地
誌
資
料
と
し
て
所
蔵
さ
れ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
①
〜
④
図
の
作
成
年
代
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
、

東
京
の
起
点
を
ど
こ
に
採
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
資
料
や
研
究
か
ら
、
中
止
と
な
っ

た
明
治
十
二
年
の
官
設
鉄
道
計
画
以
来
、
日
本
鉄
道
会
社
の
創
立
願
書
で
終
点
を
高
崎

と
し
た
以
外
は
、
川
口
以
北
は
前
橋
迄
の
敷
設
計
画
は
継
続
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

四
本
の
図
は
描
法
が
違
う
も
の
の
、
路
線
は
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
第
一
部

と
さ
れ
た
東
京
〜
川
口
間
が
問
題
と
な
る
。

　

第
一
区
線
第
一
部
は
、
当
初
品
川
を
起
点
と
し
て
計
画
さ
れ
た
が
、
複
雑
な
地
形
と

距
離
の
長
さ
等
の
理
由
で
上
野
起
点
に
変
更
し
た
の
は
、
明
治
十
五
年
七
月
の
株
主
総

会
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
年
十
二
月
に
は
、
井
上
の
報
告
書
で
は
建
設
の
便
な
ど
の
理

由
か
ら
、
上
野
か
ら
建
設
す
る
こ
と
の
利
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
や
前
掲

の
「
工
部
省
記
録
」
の
中
で
は
、
具
体
的
距
離
（
六
哩
）
と
経
費
、
通
過
村
名
な
ど
具

体
的
で
あ
り
、
す
で
に
こ
の
時
点
で
測
量
を
含
め
た
具
体
的
調
査
が
な
さ
れ
た
と
み
る

の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
明
治
十
四
年
十
二
月
時
点
以
前
に

作
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
明
治
十
三
年
に
ボ
イ
ル
案
を
採
用
し
て
、
東
京
〜
前
橋
間
の
測
量

に
着
手
し
て
い
る
。
し
か
も
、
ボ
イ
ル
案
は
、
不
忍
池
や
王
子
を
通
過
す
る
計
画
で
あ

り
、
同
年
十
一
月
に
な
っ
て
財
政
上
の
理
由
で
中
止
さ
れ
て
い
る
が
十
ヶ
月
近
い
月
日

は
測
量
を
進
め
、
製
図
が
完
成
す
る
の
に
充
分
な
時
間
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
例
え
未
完
で
あ
っ
た
と
し
て
も
ボ
イ
ル
案
の
測
量
図
は
存
在
し
、
こ
れ
を
完
全
に

廃
棄
し
て
半
年
も
た
た
な
い
翌
年
四
月
に
品
川
起
点
に
変
更
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

井
上
の
報
告
書
な
ど
に
も
あ
る
通
り
、
上
野
案
も
生
き
続
け
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
、

郵
政
資
料
館
本
は
ボ
イ
ル
案
の
測
量
図
を
基
に
し
た
計
画
図
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
た
め
九
鬼
に
よ
る
作
図
と
は
異
な
る
描
写
で
あ
る
こ
と
も
納
得
で
き
る
。

　

ま
た
停
車
場
の
位
置
決
定
を
み
て
い
な
い
個
所
も
多
く
、
既
知
の
三
本
よ
り
不
明
確

な
部
分
が
多
い
一
方
、熊
谷
以
北
は
三
本
よ
り
詳
細
に
描
か
れ
、開
設
が
不
分
明
で
あ
っ

た
倉
賀
野
停
車
場
が
な
い
点
や
旧
国
名
使
用
も
あ
り
、
三
本
よ
り
先
行
す
る
可
能
性
が

残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
裏
付
け
と
な
る
資
料
が
な
い
以
上
推
論
に
す
ぎ
ず
、
今
後
資
料
が
見
出
さ

れ
、
郵
政
資
料
館
本
の
資
料
的
価
値
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

七　

お
わ
り
に

　

郵
政
資
料
館
本
は
、
こ
れ
ま
で
資
料
館
の
性
格
や
活
動
か
ら
注
目
さ
れ
ず
、
資
料
の

存
在
自
体
が
埋
も
れ
て
き
た
。
郵
政
資
料
館
に
は
、
本
資
料
に
限
ら
ず
未
だ
存
在
が
認

識
さ
れ
て
い
な
い
所
蔵
資
料
が
あ
る
。
郵
政
資
料
館
で
は
、
三
冊
の
資
料
目
録（
31
）が

刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
同
目
録
に
記
載
さ
れ
た
資
料
名
称
か
ら
は
内
容
が

判
別
で
き
な
い
。
ま
た
他
で
は
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
る
資
料
と
同
質
同
等
な
資
料
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、同
館
の
資
料
分
類
法
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
た
め
、

そ
れ
ら
の
優
れ
た
資
料
が
埋
も
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

一
般
に
博
物
館
、
文
書
館
や
図
書
館
な
ど
の
類
似
機
関
で
も
、
同
様
に
見
過
ご
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
は
、
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
丹
念
な

資
料
調
査
を
重
ね
て
新
た
な
資
料
分
類
法
を
確
立
し
、
第
三
者
に
よ
る
検
索
が
で
き
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

郵
政
歴
史
文
化
研
究
会
第
五
分
科
会
は
、
郵
政
資
料
館
所
蔵
資
料
の
近
世
交
通
資
料

群
を
調
査
研
究
対
象
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
資
料
目
録
を
も
と
に
近

世
に
限
ら
ず
幅
広
い
視
野
に
立
っ
て
所
蔵
資
料
の
悉
皆
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
地
道
で

時
間
を
要
す
る
作
業
で
あ
る
が
、
博
物
館
活
動
に
お
い
て
、
ま
た
資
料
研
究
に
お
い
て

も
基
本
で
あ
り
、
郵
政
資
料
館
の
存
在
意
義
と
所
蔵
資
料
価
値
を
内
外
に
示
す
こ
と
の

一
端
を
担
っ
て
い
る
。
今
後
も
継
続
的
に
調
査
研
究
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
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な
る
資
料
の
発
掘
、
公
開
を
し
て
研
究
の
進
展
の
一
助
と
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
小
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
第
五
分
科
会
主
査
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教

授
・
山
本
光
正
氏
、
同
分
科
会
所
属
の
茨
城
大
学
教
授
・
小
野
寺
淳
氏
、
鉄
道
博
物
館

客
員
学
芸
員
・
佐
藤
美
知
男
氏
の
御
教
示
を
い
た
だ
き
、
写
真
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、

河
出
書
房
新
社
・
三
村
泰
一
氏
に
労
を
煩
わ
し
た
。
ま
た
資
料
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
郵

政
資
料
館
資
料
専
門
員
・
井
上
卓
朗
氏
と
同
学
芸
員
・
小
泉
文
美
氏
に
便
宜
を
図
っ
て

い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

註１　

資
料
番
号
Ｓ
Ｅ
Ａ

９

２　

鉄
道
省
編
『
日
本
鉄
道
史
』
一
九
二
一

３　
「
明
治
六
年
会
社
設
立
請
願
書
」（
写
）
亀
井
温
故
館
蔵

４　
「
明
治
八
年
急
務
五
ヶ
条
」（
写
）
亀
井
温
故
館
蔵

５　
「
日
本
鉄
道
会
社
創
立
計
画
書
岩
倉
具
視
公
書
簡
添
」
鉄
道
博
物
館
蔵

６　

 『
日
本
鉄
道
株
式
会
社
沿
革
史
』（『
明
治
期
鉄
道
史
資
料
』
第
一
期
・
第
二
期　

日
本
経
済

評
論
社　

一
九
八
〇
〜
八
九
）

７　

 

鉄
道
省
編
『
日
本
鉄
道
史
』（
上
巻
）
に
は
、
井
上
の
報
告
書
で
は
、
東
京
起
点
を
仮
に
上

野
へ
置
く
こ
と
の
利
点
を
あ
げ
、
ま
ず
距
離
や
経
費
の
面
か
ら
上
野
か
ら
戸
田
川
、
す
な

わ
ち
川
口
ま
で
を
建
設
す
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
太
政
官
へ
提
出
さ
れ
た
「
鉄
道

線
路
実
測
図
及
建
築
経
費
予
算
表
上
図
」
の
説
明
に
も
同
様
な
記
述
が
あ
り
、
必
要
性
を

判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
経
費
や
距
離
な
ど
で
計
画
を
変
更
す
る
こ

と
な
く
、
品
川
起
点
の
変
更
は
な
い
と
し
て
い
る

８　

平
成
十
年
に
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

９　

国
立
公
文
書
館
Ｈ
Ｐ
内
電
子
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
参
照

　　

縦
三
七
・
〇
×
横
一
二
四
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル　

縮
尺
一
〇
八
〇
〇
〇
分
の
一

10　

 

目
黒
駅
の
位
置
の
部
分
は
墨
で
汚
れ
て
お
り
、
停
車
場
の
文
字
が
不
明
瞭
で
確
認
で
き
な

い

11　

現
在
の
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
北
上
尾
駅
付
近

12　

 

両
毛
鉄
道
会
社
創
立
の
命
令
書
に
、
利
便
性
の
必
要
か
ら
利
根
川
に
架
橋
し
て
日
本
鉄
道

会
社
線
と
結
ぶ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た

13　

縦
三
九
・
〇
×
横
一
二
〇
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル　

縮
尺
一
〇
八
〇
〇
〇
分
の
一

14　

平
成
十
五
年
に
『
鉄
道
古
文
書
』
と
し
て
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

15　

縦
三
六
・
四
×
横
一
〇
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル　

縮
尺
一
八
一
〇
〇
〇
分
の
一

16　

 

開
業
時
の
鉄
道
錦
絵
な
ど
の
ほ
か
、
逓
信
省
時
代
は
、
鉄
道
で
郵
便
を
輸
送
し
て
い
た
た

め
郵
便
車
を
保
有
し
て
い
た
よ
う
で
、
郵
政
資
料
館
に
は
郵
便
車
の
構
造
図
を
含
む
日
本

鉄
道
株
式
会
社
の
「
客
車
略
図
」
な
ど
の
鉄
道
資
料
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

17　

 

一
例
と
し
て
「
宿
村
大
概
帳
」、「
五
街
道
分
間
延
絵
図
並
見
取
絵
図
」
な
ど
、
近
世
交
通

史
研
究
上
、
第
一
級
の
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
の
資
料
は
、
翻
刻
、
あ
る

い
は
写
真
版
な
ど
で
出
版
さ
れ
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

18　

 

農
商
務
省
は
、
明
治
十
四
年
に
発
足
。
翌
年
八
月
運
輸
課
が
新
設
さ
れ
、
課
内
に
本
務
掛

と
地
理
掛
が
置
か
れ
、
駅
逓
地
理
駅
逓
地
誌
編
纂
を
行
っ
た
が
、
明
治
十
八
年
十
二
月
逓

信
省
に
移
行
し
た
（
井
上
卓
朗
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）。

19　

 

郵
政
資
料
館
収
蔵
資
料
の
う
ち
、
郵
政
省
の
所
管
外
と
な
っ
た
船
舶
、
航
路
標
識
、
航
空
、

電
気
関
係
な
ど
の
資
料
を
関
係
省
と
協
議
し
て
管
轄
の
博
物
館
へ
移
管
さ
れ
た
。
昭
和

四
十
年
に
運
輸
省
関
係
で
は
、
五
三
六
点
が
交
通
博
物
館
に
、
文
部
省
関
係
で
は
六
二
点

が
国
立
科
学
博
物
館
に
移
管
さ
れ
た
（『
逓
信
博
物
館
75
年
史
』
一
九
七
七
）。
し
か
し
、

現
在
の
収
蔵
資
料
を
見
る
と
鉄
道
関
係
資
料
は
、
交
通
博
物
館
へ
の
移
管
対
象
か
ら
除
外

さ
れ
て
い
る
。

20　

 

こ
の
原
簿
は
、
郵
政
資
料
館
の
前
身
で
あ
る
明
治
三
五
年
に
創
設
さ
れ
た
郵
便
博
物
館
の

設
立
準
備
段
階
で
整
理
さ
れ
た
台
帳
と
み
ら
れ
る
。
資
料
に
よ
っ
て
は
、「
駅
逓
課
」「
駅

逓
局
」「
駅
逓
司
」
な
ど
の
原
在
部
署
や
、
備
考
と
し
て
材
質
、
使
用
年
代
や
、
分
間
延
絵

図
な
ど
に
は
、
絵
図
の
描
か
れ
た
区
間
名
も
記
さ
れ
て
い
る
。

21　

縦
三
六
・
五
×
横
八
五
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

22　

他
の
三
図
の
哩
表
記
は
、
漢
数
字
で
あ
る
。

23　

縦
三
五
・
五
×
横
三
一
五
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

24　

縦
三
六
・
二
×
六
六
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

25　

縦
三
六
・
一
×
四
四
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

26　

貝
沢
村
付
近
に
、
他
図
と
共
通
す
る
哩
位
置
の
描
法
が
見
ら
れ
る
。

27　

京
都
〜
神
戸
間
が
明
治
十
年
二
月
開
業

28　

高
崎
〜
横
川
間
が
明
治
十
八
年
十
月
開
業

29　
『
鉄
道
古
文
書
』
の
う
ち
「
工
部
省
記
録
」
巻
廿
六

30　

 

日
本
鉄
道
株
式
会
社
発
行
「
客
車
略
図
」（
Ｓ
Ｅ
Ａ

34
）
に
は
、
郵
便
緩
急
合
造
車
が

十
五
図
と
郵
便
車
、
小
包
郵
便
車
が
各
二
図
収
載
さ
れ
て
い
る
。

31　
『
一
般
資
料
目
録
』（
一
九
九
〇
）、『
図
書
資
料
目
録
』（
上
・
下
）（
一
九
九
二
）

 

（
す
ぎ
や
ま　

ま
さ
し　

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館　

学
芸
主
幹
）



『各線鉄道線路図』

136（26）

①
「
品
川
岩
淵
間
鉄
道
線
之
図
」
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135（27）

②
「
上
野
新
町
間
鉄
道
線
路
図
」
1



『各線鉄道線路図』

134（28）

②
「
上
野
新
町
間
鉄
道
線
路
図
」
2
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133（29）

②
「
上
野
新
町
間
鉄
道
線
路
図
」
3



『各線鉄道線路図』

132（30）

②
「
上
野
新
町
間
鉄
道
線
路
図
」
4
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131（31）

②
「
上
野
新
町
間
鉄
道
線
路
図
」
5



『各線鉄道線路図』

130（32）

②
「
上
野
新
町
間
鉄
道
線
路
図
」
6
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129（33）

②
「
上
野
新
町
間
鉄
道
線
路
図
」
7



『各線鉄道線路図』

128（34）

③
「
新
町
高
崎
間
鉄
道
線
路
縮
図
」（
地
図
部
分
）
と
地
図
番
号
部
分
（
拡
大
）
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127（35）

④
「
高
崎
前
橋
間
線
路
図
」（
地
図
部
分
）
と
押
印
部
分


